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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成24年11月8日(2012.11.8)

【公開番号】特開2010-111855(P2010-111855A)
【公開日】平成22年5月20日(2010.5.20)
【年通号数】公開・登録公報2010-020
【出願番号】特願2009-226158(P2009-226158)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ  11/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ  11/00    　　　　
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｙ
   Ｂ４１Ｍ   5/00    　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成24年9月25日(2012.9.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　顔料と、中心骨格にα、β－エチレン性不飽和モノマーの共重合鎖が少なくとも３本結
合してなるスターポリマーとを含有するインクジェット用インクであって、
　前記共重合鎖が、芳香族（メタ）アクリル酸エステル及び芳香族（メタ）アクリルアミ
ドから選ばれる少なくとも１種の第１のモノマー、並びに、酸モノマー及びその塩から選
ばれる少なくとも１種の第２のモノマーの共重合体であることを特徴とするインクジェッ
ト用インク。
【請求項２】
　前記スターポリマーの有する前記共重合鎖の１本当たりの数平均分子量が、４００以上
３，０００以下である請求項１に記載のインクジェット用インク。
【請求項３】
　前記スターポリマーのポリスチレン換算のゲルパーミエーションクロマトグラフィー（
ＧＰＣ）により得られる分子量分布のピークスタートから５０％の領域に含まれる前記第
１のモノマー及び前記第２のモノマーの存在比Ｍ1（５０）／Ｍ2（５０）と、前記分子量
分布の５０％から１００％の領域に含まれる前記第１のモノマー及び前記第２のモノマー
の存在比Ｍ1（１００）／Ｍ2（１００）とにより求められる存在比［Ｍ1（５０）／Ｍ2（
５０）］／［Ｍ1（１００）／Ｍ2（１００）］の値が、０．８以上１．２以下である請求
項１又は２に記載のインクジェット用インク。
【請求項４】
　前記スターポリマーの有する前記共重合鎖の数が、３本以上８本以下である請求項１乃
至３のいずれか１項に記載のインクジェット用インク。
【請求項５】
　前記スターポリマーのポリスチレン換算のゲルパーミエーションクロマトグラフィー（
ＧＰＣ）により得られる数平均分子量（Ｍｎ）が、１，０００以上３５，０００以下であ
る請求項１乃至４のいずれか１項に記載のインクジェット用インク。
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【請求項６】
　前記スターポリマーのポリスチレン換算のゲルパーミエーションクロマトグラフィー（
ＧＰＣ）により得られる分子量分布が、１．０≦（ポリスチレン換算の重量平均分子量：
Ｍｗ）／（ポリスチレン換算の数平均分子量：Ｍｎ）≦１．５である請求項１乃至５のい
ずれか１項に記載のインクジェット用インク。
【請求項７】
　前記スターポリマー中の前記中心骨格を単離することで得られる中心化合物が、含硫黄
化合物である請求項１乃至６のいずれか１項に記載のインクジェット用インク。
【請求項８】
　前記スターポリマーにおける、前記第１のモノマーが占める質量比率が、スターポリマ
ー全質量を基準として、３０．０質量％以上８５．０質量％以下である請求項１乃至７の
いずれか１項に記載のインクジェット用インク。
【請求項９】
　前記スターポリマーの酸価が、５０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上１５０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下であ
る請求項１乃至８のいずれか１項に記載のインクジェット用インク。
【請求項１０】
　前記第２のモノマーが、カルボキシル基を有するモノマー及びその塩から選ばれる少な
くとも１種である請求項１乃至９のいずれか１項に記載のインクジェット用インク。
【請求項１１】
　前記カルボキシル基を有するモノマーが、アクリル酸及びメタクリル酸から選ばれる少
なくとも１種である請求項１０に記載のインクジェット用インク。
【請求項１２】
　前記第１のモノマーが、ベンジル（メタ）アクリレートである請求項１乃至１１のいず
れか１項に記載のインクジェット用インク。
【請求項１３】
　インクをインクジェット方式で吐出して記録媒体に記録を行うインクジェット記録方法
であって、使用するインクが、請求項１乃至１２のいずれか１項に記載のインクジェット
用インクであることを特徴とするインクジェット記録方法。
【請求項１４】
　インクを収容するインク収容部を備えたインクカートリッジであって、インク収容部に
収容されているインクが、請求項１乃至１２のいずれか１項に記載のインクジェット用イ
ンクであることを特徴とするインクカートリッジ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記目的は以下の本発明によって達成される。すなわち、本発明は、顔料と、中心骨格
にα、β－エチレン性不飽和モノマーの共重合鎖が少なくとも３本結合してなるスターポ
リマーとを含有するインクジェット用インクであって、前記共重合鎖が、芳香族（メタ）
アクリル酸エステル及び芳香族（メタ）アクリルアミドから選ばれる少なくとも１種の第
１のモノマー、並びに、酸モノマー及びその塩から選ばれる少なくとも１種の第２のモノ
マーの共重合体であることを特徴とするインクジェット用インクを提供する。
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